
数理の⼒を活⽤しセンシングデータから
価値ある情報を抽出する

 小野（峻）研ではノイズや欠損を含むデータから価値の
ある情報を復元・解析するための数理モデルやアルゴリ
ズムについて研究しています（今年度発足のラボです）

 理論的な研究だけでなく，応用研究：データサイエンス，
AI，リモートセンシング，ライフサイエンス，マテリ
アルサイエンス等にも取り組んでいます

【研究分野】
画像処理・信号処理・数理最適化・人工知能（AI）・機械学習

リモートセンシング・コンピュータビジョン・データサイエンス など

【キーワード】
スパースモデリング・圧縮センシング・画像復元・テンソル因子分解

近接分離アルゴリズム・ADMM・確率的最適化・ロバスト推定
深層学習の解析・超解像顕微鏡・CT/MRI・情報と計測の融合 など
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★ 企業様との共同研究・技術顧問等，募集中です！！

 上記の研究分野・キーワードに関連するものや近いものであれば基本的に対応可能です

 単発のセミナー・チュートリアルトークや技術相談も可能です

 研究費額・報酬等に関しては個別に相談に応じます
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